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浅 春 の 候 、皆 様 に お か れ ま し て は 益 々 ご 清 栄 の

こ と と お 慶 び 申 し 上 げ ま す 。  

あ っ と い う 間 に ３ 月 に な り ま し た 。確 定 申 告 は 、

３ 月 １ ５ 日 ま で 。今 年 の 確 定 申 告 は 、ス ポ ッ ト の

お 客 様 が 多 く て 例 年 よ り 慌 た だ し い で す 。  

不 思 議 な も の で ス ポ ッ ト の お 客 様 が 全 員 、被 相

続 人 か ら 相 続 し た 不 動 産 を 売 却 さ れ た 方 で し た 。

ス ポ ッ ト の お 客 様 は 、全 く お 会 い し た こ と が 無 い

方 な の で 、正 直 緊 張 し ま す 。不 動 産 を 売 却 し た 場 合 、譲 渡 所 得 と い う 区 分 に な る の で

す が 、こ の 譲 渡 所 得 に は 様 々 な 特 例 が あ り 、特 例 を 使 え る か ど う か で 、ず い ぶ ん 税 金

が 違 っ て き ま す 。特 例 を 使 え る か ど う か の 確 認 の た め に 、被 相 続 人 と の 関 係 や 過 去 の

事 情 を 聴 か な い と い け な い こ と が あ り ま す 。そ の 辺 り デ リ ケ ー ト な 部 分 も 多 く 、聞 き

方 が と て も 難 し い で す 。幸 い 、今 回 の お 客 様 は 皆 さ ん 快 く お 話 し て い た だ い て 、す ご

く あ り が た い で す 。  

し か し 、た ま た ま だ と は 思 う の で す が 、被 相 続 人 が 高 度 成 長 期 に 手 に 入 れ た 不 動 産

を 売 却 す る 方 ば か り 。な ん と な く 時 代 を 感 じ ま す 。相 続 人 で あ る お 客 様 は 実 家 を 離 れ

て 、新 し く 家 庭 を 築 い て い ま す 。両 親 が 亡 く な っ た 後 、実 家 を ど う す る か … 。今 回 の

お 客 様 は 、悩 ん だ 末 の 売 却 で し た 。こ の よ う な 事 例 は 、今 後 ま す ま す 増 え る の で し ょ う ね（ 他

人 事 で は な い … (･_･)）。 被 相 続 人 が 住 ん で い た 家 屋

の 多 く が 空 き 家 に な る か も し れ ま せ ん 。 ２ ０ １ ５ 年

５ 月 に は 「 空 き 家 対 策 特 別 措 置 法 」 も 施 行 さ れ ま し

た が 、 政 府 や 政 治 家 に は し ょ う も な い こ と ば か り せ

ず に 「 し っ か り し ろ 」 と 言 い た い で す 。 な ん か 今 回

は 難 し く な っ て し ま い ま し た ね (^^;)。  

で は 、 事 務 所 だ よ り ３ 月 号 を お 送 り し ま す 。 イ ン

フ ル エ ン ザ は 何 と

か 乗 り 切 り ま し た

が 、 今 度 は 花 粉 症

で す 。 ２ 月 に 入 っ

た と た ん に 症 状 が

出 始 め ま し た 。今 年

の 飛 散 量 は 例 年 よ

り 多 め と い う 予 報

で す 。皆 様 も お 気 を

付 け 下 さ い 。  

 

 

 ☆  お 知 ら せ （ ２ ０ １ ９ 年 ３ 月 の 税 務 ）  

 

期   限  項   目  

3 月 11 日   2 月 分 源 泉 所 得 税 ・ 住 民 税 の 特 別 徴 収 税 額 の 納 付  

 前 年 分 贈 与 税 の 申 告 （ 申 告 期 間 ： 2 月 1 日 か ら 3 月 15 日 ま で ）  

 前 年 分 所 得 税 の 確 定 申 告 （ 申 告 期 間 ： 2 月 18 日 か ら 3 月 15 日 ま で ）  

 所 得 税 確 定 損 失 申 告 書 の 提 出  

 前 年 分 所 得 税 の 総 収 入 金 額 報 告 書 の 提 出  

 確 定 申 告 税 額 の 延 納 の 届 出 書 の 提 出 （ 延 納 期 限 ： 5 月 31 日 ）  

 
個 人 の 青 色 申 告 の 承 認 申 請 （ 1 月 16 日 以 後 新 規 業 務 開 始 の 場 合 は 、 そ の 業 務 開 始 日 か

ら 2 ヶ 月 以 内 ）  

 個 人 の 道 府 県 民 税 ・ 市 町 村 民 税 ・ 事 業 税 (事 業 所 税 )の 申 告  

3 月 15 日  

 国 外 財 産 調 書 の 提 出  

 個 人 事 業 者 の 前 年 分 の 消 費 税 ・ 地 方 消 費 税 の 確 定 申 告  

 
1 月 決 算 法 人 の 確 定 申 告  

＜ 法 人 税 ・ 消 費 税 ・ 地 方 消 費 税 ・ 法 人 事 業 税 ・ (法 人 事 業 所 税 )・ 法 人 住 民 税 ＞  

 

1 月 、 4 月 、 7 月 、 10 月 決 算 法 人 及 び 個 人 事 業 者 (前 年 12 月 分 )の 3 月 ご と の 期 間 短 縮

に 係 る 確 定 申 告  

＜ 消 費 税 ・ 地 方 消 費 税 ＞  

 
法 人・個 人 事 業 者 (前 年 12 月 分 及 び 当 年 1 月 分 )の 1 月 ご と の 期 間 短 縮 に 係 る 確 定 申 告  

＜ 消 費 税 ・ 地 方 消 費 税 ＞  

 
7 月 決 算 法 人 の 中 間 申 告  

＜ 法 人 税 ・ 消 費 税 ・ 地 方 消 費 税 ・ 法 人 事 業 税 ・ 法 人 住 民 税 ＞ (半 期 分 ) 

 
消 費 税 の 年 税 額 が 400 万 円 超 の 4 月 、 7 月 、 10 月 決 算 法 人 の 3 月 ご と の 中 間 申 告  

＜ 消 費 税 ・ 地 方 消 費 税 ＞  

4 月 1 日  

 

消 費 税 の 年 税 額 が 4,8 00 万 円 超 の 12 月 、 1 月 決 算 法 人 を 除 く 法 人 の 1 月 ご と の 中 間 申

告 (11 月 決 算 法 人 は 2 ヶ 月 分 ) 

＜ 消 費 税 ・ 地 方 消 費 税 ＞  

 

 

 ☆  2017 年 度 の 相 続 税 の 調 査 次 席 が 公 表 さ れ る   

 

国 税 庁 は 、2017 事 務 年 度（ 2018 年 6 月 ま で の 1 年 間 ）の 相 続 税 の 調 査 事 績 を 公 表 し ま し た 。  

 

そ れ に よ り ま す と 、 2015 年 中 に 発 生 し た 相 続 を 中 心 と し て 、 申 告 額 が 過 少 な も の や 申 告 義

務 が あ り な が ら 無 申 告 と 思 わ れ る も の な ど 1 万 2,576 件（ 前 事 務 年 度 比 3.8％ 増 ）を 実 地 調 査

し 、そ の う ち 83.7％ に あ た る 1 万 521 件（ 同 6.0％ 増 ）か ら 3,523 億 円（ 同 6.9％ 増 ）の 申 告

漏 れ 課 税 価 格 を 把 握 し て 、加 算 税 107 億 円 を 含 む 783 億 円（ 同 9.3％ 増 ）を 追 徴 課 税 し ま し た 。  

 

 

い ろ ん な と こ ろ へ 行 っ た の

で 、あ っ ち で パ チ リ 、こ っ ち で

パ チ リ で す (^^ )。  

か と 言 っ て 観 光 し て い る 時

間 は な い ん で す よ ね ( ; _ : )  
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実 地 調 査 1 件 あ た り で は 、 申 告 漏 れ 課 税 価 格 2,801 万 円 （ 前 事 務 年 度 比 3.0％ 増 ）、 追 徴 税

額 623 万 円 （ 同 5.3％ 増 ） と な り ま し た 。  

ま た 、申 告 漏 れ 額 が 多 額 だ っ た こ と や 故 意 に 相 続 財 産 を 隠 ぺ い し た こ と な ど に よ り 重 加 算 税

を 賦 課 し た 件 数 は 1,504 件 （ 同 15.7％ 増 ） と な り 、 そ の 重 加 算 税 賦 課 対 象 額 は 576 億 円 （ 同

6.7％ 増 ）、 重 加 算 税 賦 課 割 合 は 14.3％ （ 同 1.2 ポ イ ン ト 増 ） と な り ま し た 。  

申 告 漏 れ 相 続 財 産 の 内 訳 を み て み ま す と 、「 現 金・預 貯 金 等 」が 1,183 億 円（ 前 事 務 年 度 1,070

億 円 ） と 最 多 、 以 下 、「 有 価 証 券 」 が 527 億 円 （ 同 535 億 円 、 構 成 比 15.2％ ）、「 土 地 」 が 410

億 円（ 同 383 億 円 、同 11.8％ ）、「 家 屋 」が 62 億 円（ 同 56 億 円 、同 1.8％ ）、「 そ の 他（ 不 動 産 、

有 価 証 券 、 現 金 ・ 預 貯 金 等 以 外 ）」 が 1,289 億 円 （ 同 1,189 億 円 、 同 37.1％ ） と な り ま し た 。 

 

無 申 告 事 案 は 、 前 事 務 年 度 よ り 25.2％ 多 い 1,216 件 の 実 地 調 査 を 行 い 、 そ の う ち 84.3％ に

あ た る 1,025 件 （ 前 事 務 年 度 比 36.5％ 増 ） か ら 987 億 円 （ 同 14.0％ 増 ） の 申 告 漏 れ 課 税 価 格

を 把 握 し 、 88 億 円 （ 同 27.7％ 増 ） を 追 徴 課 税 し ま し た 。  

 

国 税 庁 は 、海 外 資 産 関 連 事 案 に つ い て も 資 料 情 報 や 相 続 人・被 相 続 人 の 居 住 形 態 等 か ら 海 外

資 産 の 相 続 が 想 定 さ れ る 事 案 な ど を 積 極 的 に 調 査 し て お り 、 2017 事 務 年 度 に 1,129 件 （ 前 事

務 年 度 比 23.1％ 増 ） の 実 地 調 査 を 行 い 、 そ の う ち 134 件 （ 同 14.5％ 増 ） か ら 海 外 資 産 に 係 る

申 告 漏 れ 課 税 価 格 70 億 円 （ 同 32.5％ 増 ） を 把 握 し ま し た 。  

相 続 問 題 、 民 法 の 改 正 も あ り ま す 。 こ れ か ら ま す ま す 重 要 に な っ て き ま す ね 。  

 

 

 

 ☆  ふ る さ と 納 税 の 法 規 制 は 6 月 か ら   

 

「 ふ る さ と 納 税 」の 新 た な 規 制 ル ー ル が 、今 年 6 月 か ら 実 施 さ れ ま す 。税 優 遇 が 適 用 さ れ る

寄 付 先 を 総 務 省 に よ る 認 定 制 に 改 め 、「 返 礼 品 の 価 値 は 寄 付 金 額 の 3 割 以 下 」「 返 礼 品 は 地 場 産

品 に 限 定 す る 」と い う 基 準 を 満 た さ な い 自 治 体 を 税 優 遇 の 対 象 か ら 外 し ま す 。自 治 体 間 に よ る

〝 寄 付 争 奪 戦 〟 に 歯 止 め が か か ら な い と し て 、 法 規 制 に よ る 強 権 発 動 に 踏 み 切 っ た 形 で す 。  

 

ふ る さ と 納 税 制 度 は 、任 意 の 自 治 体 に 寄 付 を す る と 、一 定 額 ま で 住 ん で い る 土 地 に 納 め る 税

金 が 控 除 さ れ る と い う も の 。 実 質 手 数 料 の 2,000 円 の み で 高 額 な 返 礼 品 が 獲 得 で き る と し て 、

納 税 者 の 人 気 を 集 め て き ま し た 。  

 

政 府 が 閣 議 決 定 し た 税 制 改 正 大 綱 で は 、こ の 制 度 の 対 象 と な る 自 治 体 を 総 務 大 臣 に よ る 指 定

制 に 改 め る と し ま し た 。そ の 条 件 と し て 、① 返 礼 品 の 返 礼 割 合 を 3 割 以 下 と す る こ と 、② 返 礼

品 を 地 場 産 品 と す る こ と ― ― と 掲 げ 、自 治 体 が こ れ ら の 基 準 に 適 合 し な い 返 礼 品 を 送 っ た と き

は 、総 務 大 臣 は 指 定 を 取 り 消 せ る と 盛 り 込 み ま し た 。指 定 が 取 り 消 さ れ る と 、寄 付 し た 人 は 税

優 遇 を 受 け ら れ ず 、純 然 た る 寄 付 と な っ て し ま う わ け で す 。こ れ ら の 改 正 は 、今 年 6 月 1 日 以

後 に 行 わ れ る 寄 付 に 適 用 さ れ ま す 。  

 

こ れ か ら 法 規 制 が 実 施 さ れ る 6 月 に 向 け て 駆 け 込 み 寄 付 が 増 え て い き そ う で す が 、す で に 多

く の 自 治 体 で は 高 額 返 礼 品 の 見 直 し を 進 め て い る た め 、〝 お 得 〟 な 返 礼 品 は 日 に 日 に 少 な く な

り つ つ あ り ま す 。 今 年 に 限 っ て は な る べ く 早 め に 寄 付 を し て し ま っ た ほ う が よ さ そ う で す 。  

 

 

 

 ☆  消 費 税 の 改 正  請 求 書 の 記 載 内 容 も 変 わ り ま す   

 

仕 入 税 額 控 除 の 適 用 を 受 け る た め に 、現 行 制 度 下 で は 帳 簿 及 び 請 求 書 等 の 保 存 を 要 件 と す る

請 求 書 等 保 存 方 式 が 採 用 さ れ て い ま す 。軽 減 税 率 制 度 の 実 施 に 伴 い 、2019 年 10 月 1 日 か ら は

区 分 記 載 請 求 書 等 保 存 方 式 が 、2023 年 10 月 1 日 か ら は 適 格 請 求 書 等 保 存 方 式（ い わ ゆ る イ ン

ボ イ ス 制 度 ） が 導 入 さ れ ま す 。  

 

◆  区 分 記 載 請 求 書 等 保 存 方 式  

2019 年 10 月 1 日 以 降 の 取 引 に つ い て は 、飲 食 料 品 等 に 軽 減 税 率 が 適 用 さ れ 複 数 税 率 と な る

こ と か ら 、消 費 税 の 税 額 計 算 を 適 正 に 行 う た め に は 、税 率 ご と に 区 分 経 理 を 行 う 必 要 が あ り ま

す 。従 来 の 請 求 書 等 保 存 方 式 の 内 容 を 基 本 的 に 維 持 し つ つ 、区 分 記 載 請 求 書 等 保 存 方 式 に お い

て は 、帳 簿 及 び 請 求 書 等 の 現 行 の 記 載 事 項 に 加 え 、課 税 仕 入 れ に 係 る 資 産 又 は 役 務 の 内 容 に つ

い て 軽 減 税 率 の 対 象 で あ る 場 合 に は「 軽 減 対 象 資 産 の 譲 渡 等 に 係 る も の で あ る 旨 」の 記 載 が 必

要 と さ れ ま す 。ま た 、資 産 の 譲 渡 等 の 対 価 の 額 の 合 計 額 に つ い て も 、税 率 ご と に 区 分 す る こ と

が 必 要 と な り ま す 。こ れ ら 新 た に 加 え ら れ る 記 載 事 項 に つ い て は 、請 求 書 等 の 交 付 を 受 け た 事

業 者 が 追 記 す る こ と も 認 め ら れ て い ま す 。  

 

◆  適 格 請 求 書 等 保 存 方 式  

適 格 請 求 書 等 保 存 方 式 の 下 で は 、 帳 簿 及 び 適 格 請 求 書 発 行 事 業 者 が 交 付 す る 「 適 格 請 求 書 」

又 は「 適 格 簡 易 請 求 書 」の 保 存 が 仕 入 税 額 控 除 の 要 件 と な り ま す 。適 格 請 求 書 を 交 付 で き る の

は 適 格 請 求 書 発 行 事 業 者 に 限 ら れ ま す 。適 格 請 求 書 発 行 事 業 者 に な る た め に は 、税 務 署 長 に 登

録 申 請 書 を 提 出 し て 登 録 を 受 け る 必 要 が あ り ま す 。な お 、課 税 事 業 者 で な け れ ば 登 録 を 受 け る

こ と は で き ま せ ん 。  

保 存 す る 帳 簿 及 び 請 求 書 等 の 記 載 事 項 は 、帳 簿 に つ い て は 区 分 記 載 請 求 書 等 保 存 方 式 と 変 わ

り ま せ ん が 、「 適 格 請 求 書 」 及 び 「 適 格 簡 易 請 求 書 」 に つ い て は 区 分 記 載 請 求 書 等 の 記 載 事 項

に 加 え 、登 録 番 号 、税 抜 価 額 又 は 税 込 価 額 を 税 率 ご と に 区 分 し た 合 計 額 及 び 適 用 税 率 、消 費 税

額 等 の 記 載 が 必 要 と な り ま す 。  

軽 減 税 率 制 度 実 施 後 の 一 定 期 間 は 、税 率 の 区 分 計 算 が 困 難 な 中 小 事 業 者 を 対 象 と す る 税 額 計

算 の 特 例 が 設 け ら れ ま す 。制 度 の 概 要 、自 社 へ の 影 響

を 理 解 し た う え で 対 応 準 備 を し て お き ま し ょ う 。  西 田 成 希 税 理 士 事 務 所  
〒 6 5 9－ 0 0 5 3  

兵 庫 県 芦 屋 市 松 浜 町 6 番 1 4－ 2 号  

電 話   0 9 0－ 7 4 9 0－ 7 3 9 6  

F A X    0 7 9 7－ 7 8－ 6 4 8 8  


